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オープン・アクセスは何をもたらすのか？ 
－学術情報流通における図書館の役割－ 

 
［発表の流れ］ 

Ⅰ オープンアクセスとは（その現状） 

１ オープンアクセスの直接の契機 

１） 宣言 

２） 著者支払いモデルオープンアクセス雑誌 

３） 政策レベルでの議論 

２ 定義、種類、範囲 

１） セルフ・アーカイビング 

２） オープンアクセス雑誌 

３ セルフ・アーカイビング 

４ e－print archive 
１） 始まりと機能 
２） arXiv 

５ 機関リポジトリ 

１） 開始と目的、機能 

２） 現状、実例 

６ オープンアクセス雑誌 

１） 現状 

２） 著者支払いモデル 

７ オープンアクセスの効果 

 

Ⅱ 現在の学術情報流通をどう見るか 

１ 科学コミュニケーションの特質 

２ 学術雑誌の機能と大学図書館 

３ 「電子ジャーナル」がもたらした変化 

１） 購入からアクセスへ 

２） 電子メディアの脆弱性 

４ 誰にとって何が問題なのか 

 

 



Ⅲ 今後の学術情報流通と図書館 

１ 最近の動向 

１） 英国、米国政府の動き 

２） 日本の動き 

２ 図書館の位置づけ：機能の分化か拡大か 
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